
 

（第２号様式）   
令和６年３月 25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立海洋科学高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 14日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の海洋科学
に対する意欲や探
究心を高める教育
課程編成や組織的
な授業改善に取り
組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②授業や学校行事
等を充実させ、生
徒の主体的な行動
の促進を図る。 

①・生徒の「主体
的・対話的で深い学
び」の実現に向け、
探究的な学習や体験
的な学びの充実を図
るとともに、授業見
学、研究授業、校内
研究の充実と教員の
情報活用能力の育成
を図る。 
 
・新教育課程の確実
な実施に向けた教育
内容や指導体制の改
善・充実を図る。 
 
②水産各分野におけ
る地域と連携した研
究活動や実習等をと
おして、生徒の主体
的な活動の推進を図
る。 

①単元をベースにし
た指導方法や評価
の 在 り 方 に つ い
て、研修会や研究
授業を通して職員
の意識を向上させ
る。 

・ICT を活用した指
導を推進し、対話
的な学びを充実さ
せる。 

・３観点別評価につ
いて成績シートや
チェックシートを
整備するとともに
職員間で運用がで
きるようにする。 

②海洋科学プロジェ
クトを本校の教育
活動の中心とする
ため、職員の意識
向上とともに、各
段階での教育活動
を充実させる 

①１・２学年生徒
の授業評価にお
いて、「授業で
身についたりで
きるようになっ
たことを実感で
きた。」におけ
る肯定的な回答
が90％以上とな
ったか。 

 
 
・新教育課程につ
いて滞りなく指
導する体制がで
きたか。 

 
②マリンマイスタ
ーの基礎資格と
なる「水産海洋
技術検定」にお
ける合格者が増
加したか。 

①ICT 利活用研修等をと
おして授業改善を進
めた結果、生徒によ
る 授 業 評 価 に お い
て、第１回 91.5%、第
２回 92.6%と指標をク
リアすることができ
た。 

・3 観点別評価のチェッ
クシートを改善し、
システムに成績入力
が不備なくできるよ
う整備した。 

 
 
 
②海洋科学プロジェク
トにおける意識の向
上などにより、１学
年において実施した
「 水 産 海 洋 技 術 検
定」において、R4 年
度の合格率が 62%に対
し、今年度は 61%であ
った。 

①各授業において教員による
ICT 利活用が進むものの、生
徒が主体的に端末を活用す
るまでには至っていない。 

・今年度の反省を踏まえ、3 観
点別評価のチェックシート
をさらに改善し、引き続き
新教育課程の実施に向けて
の課題の洗い出しや共通認
識の形成を図る。 

 
 
 
 
 
②マリンマイスターの基礎資
格となることから、各学科
積極的に取組みを行ってい
たが、生徒の意識が低く、
合格率が減少してしまった
ため、来年度は、生徒の意
識向上を目指して授業改善
を進めるとともに、不合格
者は次年度の受検を勧め
る。 

・ICT 利活用研修等によ
る授業改善効果が、生
徒による授業評価にお
いて指標をクリアされ
たことは大いに評価す
るができる。 
・海洋科学プロジェク
トにおける生徒の意識
向上に向けた教職員の
努力を評価する。 
・マリンマイスターの
合格者が減少したこと
は残念である。今後も
生徒に資格を取得する
メリットを理解させる
ことと、授業の合格に
向けた重点的な取り組
み（基礎を強化するな
ど）が必要だと考えら
れる。 
 

①・生徒の「主体
的・対話的で深い
学び」の実現に向
け た 授 業 改 善 で
は、一定の成果が
得られた。授業に
おける ICT の利活
用をさらに推進す
る。 

・新教育課程に対応
した成績処理シー
ト の 整 備 を 行 え
た。 

 
 
②海洋科学プロジェ
クトによる 2 年度
目の教育活動を実
践したが、評価の
指標とした水産海
洋技術検定の合格
率は 61％となり前
年度と同水準に留
ま る 結 果 と な っ
た。 

①・生徒の「主体
的・対話的で深い
学び」の実現に向
けて、授業におけ
る ICT の利活用を
一 層 推 進 す る た
め、授業改善に引
き続き取組む 

 
・新教育課程と学科
改編の完成年度と
して指導体制の改
善・充実を図る。 

 
②海洋科学プロジェ
クトについて、一
層の周知を図ると
ともに、生徒の資
格取得への意識向
上を目指した授業
改善を進める。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒一人ひとり
の個に応じた支援
体制の充実を図
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動の活性化
と生徒の主体的な
取り組みの充実を
図る。 
 

①必要な生徒に対し

て、個々に応じた支

援が適切にできるよ

う教育相談体制を充

実させ SCや SSW、外

部機関との連携を推

進する。 

 

・生徒のコミュニケ

ーション能力の向上

を目指した取組みを

充実させる。 

 

②・部活動加入率・

参加率の向上と水産

クラブの充実を図

る。 

・文化祭や体育的行

事等の充実を図ると

ともに、生徒の主体

的な関わりを促進さ

せる。 

①生徒支援グループ
と年次・学年の協
力体制のもと、支
援が必要な生徒に
対して SC・SSW や
外部機関、ケース
会議を活用するな
どして適切な支援
を行う。 

・生徒指導の際、コ
ミュニケーション
を円滑にはかれる
よう指導し、円滑
な学校生活を送れ
るよう支援する。 

②活動が活性化する
ように、顧問から
積極的な加入・参
加を働きかけると
ともに、部活動見
学や仮入部期間な
どを見直し、入部
しやすい環境を整
える。 

①生徒支援グルー
プと年次が連携
して、生徒を指
導することがで
きたか。また、
SC・SSW や外部
機関と連携し
て、生徒を支援
することができ
たか。 

・生徒間および生
徒教員間で円滑
にコミュニケー
ションが取れる
ようになった
か。 

②部活動加入率が
前年度を超えた
か。また、活動
日数が増加した
か。 

①生徒支援グループと
年次が連携して、生徒
を指導することができ
た。本年から開始した
サポートドッグの活用
や、必要に応じ、ケー
ス会議・SC・SSW など
と連携し、生徒支援を
行った。  

・生徒間および生徒教
員間でおおむね良好な
コミュニケーションが
取れた。円滑な学校生
活への支援ができた。 

 
 
 
②部活動の加入率が
56％を超え、いずれ
の部活動も活発な活
動が行われた。 

・文化祭、体育祭を、
実 行 委 員 会 を 中 心
に、生徒を主体とし
て運営することがで
きた。 

①学習に困難を抱える生徒が
一定数いる。個に応じた対
応とともに、生徒全体の底
上げを図ることによる支援
の方法も検討する必要があ
ると考えられる。 

 
 
 
・生徒の指導・支援に、学年
や生徒支援グループでの指
導に加え、学科の視点での
指導・支援を充実させる。 

 
 
 
 
②部活動の充実に向けて、生
徒会費を適正に割り振り、
安心安全な部活動運営につ
なげていく。 

・来年度より第１回体育祭が
挙行される。生徒活動の充
実とともに、持続的な行事
となるよう計画する。 

・学習に困難を抱える
生徒が孤立することが
ないように、生徒全体
の底上げを図る等、
個々の生徒の意識が向
上するような支援体制
を評価する。 
・学校生活支援として
今年度から開始したサ
ポートドッグも効果が
うかがえる。 
・一定数いる学習に困
難を抱える生徒に対し
ては、支援方法を今後
も検討・改善していく
必要がある。 
・部活動加入率が増加
したことは評価でき
る。 
・文化祭、体育祭が実
行委員会を中心とした
生徒主体での運営がで
きたことは評価でき
る。 

①生徒支援グループ
と学年（年次）が
連携し、 SC・ SSW
や外部機関を活用
しながら生徒の支
援を組織的に行う
ことができた。 

・学校行事など、生
徒が主体的に活動
す る 場 面 を 通 じ
て、コミュニケー
ション能力の向上
に向けた取組を行
えた。 

 
 
 
②１年生をはじめ全
体の部活動入部率
を増加させること
ができたが、各部
の活動状況が継続
的に行われるよう
支援する必要かあ
る。 

①生徒支援グループ
と学年（年次）及
び SC や外部機関と
連携しながら、生
徒一人ひとりに応
じた効果的な支援
を行う。 

・学校行事に生徒が
主体的に取組むこ
とを支援し、生徒
のコミュニケーシ
ョン能力のさらな
る向上を目指す。 

 
 
 
 
②部活動紹介や声掛
け等を積極的に行
い、加入率増加に
取り組む。また、
顧問の複数配置な
ど、適切な支援体
制の構築を行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 14日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒が自らのキ
ャリア発達を意識
できる進路指導の
充実を図る。 

 
 
 
 
 
 

 
 

①海洋科学プロジェ

クトによる 3 年間を

見通した進路指導体

制の確立を図る。②

全ての専門系列及び

学科においてインタ

ーンシップや職場見

学会などの参加率を

向上させ、生徒の適

切な勤労観、職業観

を育成する。 

①LHR を活用した進
路ガイダンス企画
を計画に沿って実
施する。 

 
②各学科に対して、
早い段階でのイン
ターンシップの企
画立案と生徒への
周知を依頼する。 

①計画に沿って実
施できたか。実
施後生徒にアン
ケートを取り効
果を検証する。 

②各専門系列や学
科でインターン
シップや職場見
学会が計画さ
れ、全系列から
参加することが
できたか。 

①1 年生に『先輩の話を
聞く』を実施し、卒
業後の様子を具体的
に聞くことができ自
分の進路をイメージ
することができた。 

②全学科で多数のイン
ターンシップが実施
され、積極的な参加
があった。 
 

①講師の選定方法について、
どの進路先の方にするか生
徒、学科の意向を踏まえて
決定していく。  

 
 
②各科において５～８事業所
でのインターンシップが実
施され延べ 53 名の参加があ
った。進路支援 Gでは各科に
おける実施状況を集約し今
後に繋げる。 

・生徒にとって適切な
勤労観、職業観が健全
に育成され、将来の目
標の芽生えにつなげる
指導を評価する。 
・計画に沿って『先輩
の話を聞く』を実施す
ることができたこと、
インターンシップを実
施し積極的な参加があ
ったことは大いに評価
できる。 

①進路ガイダンス行
事の実施により生
徒の進路意識の向
上が見られた。 

②各学科で、インタ
ーンシップや職場
見学などへの積極
的な参加が見られ
た。今後は各学科
の特性に応じて、
有効な進路支援事
業を考案する。 

①海洋科学プロジェ
クト設置３年目と
なる。円滑な実現
に向け各学年（年
次）の支援をより
充実させる 

②インターンシップ
や職場見学をより
有効な形で実施で
きるよう、全職員
で取り組む。 

４ 地域等との協働 

①教職員一人ひと
りが創意工夫し学
校の魅力を開発・
発信し、海洋学習
センター機能を充
実・発展させる。 
 
 
 
②地域との協働を
推進し、地域に信
頼される学校づく
りを進める。 
 

①・海洋学習センタ
ー機能の充実･発展
を図り、本校の教育
資源を活用した取り
組みを推進する。 
・学校ホームページ
を充実させ本校教育
活動を積極的に発信
する。 
 
②地域との協働を推
進させるため、産・
官・学の連携事業を
充実・発展させ、地
域から信頼され、必
要とされる学校づく
りを推進する。 

①学校の人的・物的資
源を活用し、小・中
学生や社会人を対象
とした出前授業・公
開講座を計画する。 

・新４科それぞれが入
学試験での倍率が上
昇するようホームペ
ージに情報を発信す
る。 

②三浦真珠プロジェ
クトや「ヨコスカ
×スマートモビリ
テ ィ ・ チ ャ レ ン
ジ」等、産・官・
学との連携事業を
充実させ、県内外
に知られる学校づ
くりを推進する。 

①出前授業・公開
講座等が開催で
きたか。 

 
・中学生が興味を
持つような情報
を、新４科がホ
ームページで発
信できたか。 

 
② 生 徒 や 職 員 が

産・官・学との
連携事業に参加
し、その取り組
みを発信するこ
とができたか。 

①本年度、出前授業・
公開講座の開催はで
きなかった。海洋シ
ンポジウムなどに生
徒が参加することで
本校の学びを発信す
ることができた。 

・ホームページだけで
なく SNSによる情報発
信 も 頻 度 高 く 行 え
た。 

②地域での様々なイベ
ントやボランティア
に生徒や教員が積極
的に参加し、本校へ
の信頼を築く一助と
することができた。 

①発信された情報量は多い
が、整理がされていない部
分があり、見やすく分かり
やすいホームページになる
よう、再編成する必要があ
る。 

・本校の特色ある教育資源を
広く発信し、公開講座等の
実施に繋げていく。 

 
 
②学校の人的・物的資源を活
用した持続的な地域連携と
それを実現する計画を立て
る。 

・インスタグラムの動
画は情報発信として効
果があった。 
・ホームページは情報
量が多いので、見やす
く分かりやすくなるよ
う、改善すべきだ。 
・生徒が長井のウォー
クラリーに運営スタッ
フとして参加してい
た。また、無線技術科
３年の課題研究では、
コロナ対策用パーテー
ションを再利用しクリ
スマスイルミネーショ
ンを製作して、西行政
センターに展示するな
ど、積極的に地域連携
を行っており評価す
る。 

①学校ホームページ
は、閲覧者にとっ
て分かりやすい内
容 に 改 善 を 図 っ
た。各学科の取組
等については、イ
ンスタグラムも用
いて積極的に情報
発信することがで
きた。 

 
②三浦真珠プロジェ
クトをはじめ、各
学科がその特性に
応じた連携・協働
事業を実施するこ
とができた。さら
に積極的に情報発
信をする必要があ
る。 

①本校の教育活動に
ついて、地域等か
らの一層の理解を
図るため、引き続
きホームページや
インスタグラムを
活用した積極的か
つタイムリーな情
報発信を行う。 

 
 
②各学科をはじめ、
部活動や水産クラブ
等においても、その
特性に応じた連携・
協働事業が実施でき
るよう検討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①全ての教職員が
教育環境の変化に
迅速に対応し、前
向きに課題に取り
組む学校文化を形
成する。 
 
②教職員の働き方
改革を推進するた
めの意識改革を図
る。 
 
 

①学科運営のあり方
等、新校の完成年度
も視野に入れた諸課
題の解決に全教職員
で取り組む。 
 
 
②業務の精選や業
務分担の適正化を
とおして、教職員
の働き方に対する
意 識 の 向 上 を 図
る。 

①海洋科学プロジェ
クトの内容を全職
員が一丸となって
取組む。 

 
 
 
②業務の見直しと職
員の役割分担の適
正化をすすめ、ノ
ー残業デーを導入
することで職員の
働き方に関する意
識改革を図る。 

①海洋科学プロジ
ェクトに基づい
た実践ができた
か。 

 
 
 
②ノー残業デーの
実施により、時
間外勤務の削減
ができたか 

①海洋科学プロジェク
トの成果の一つであ
る 資 格 取 得 に お い
て、職員室前掲示板
等を整備するととも
に、各学科職員の意
識が向上した。 

②グループ編成の変更
により業務分担が改
善した。ノー残業デ
ーについては声掛け
により一定の効果が
あった。 

①各学科の学びを踏まえて、
資格試験や体験学習の内容
を見直すとともに、３年間
の学びを示すものとして
日々の授業等で意識する。 

 
 
②時間外勤務については大幅
な削減には至らなかった。
個々の職員の意識改革を推
進する方策を考案する必要
がある。 

・海洋科学プロジェク
トにおける資格取得の
掲示板を整備し周知を
図ったことは評価でき
る。 
・職員の意識の向上に
ついては、アンケート
実施結果などの指標が
示されるべきだ。 
・グループ編成の変更
やノー残業デーの実施
により一定の効果があ
ったことは評価でき
る。 

①海洋科学プロジェ
クトの取組につい
ては、職員間での
共有を図り、一定
の意識向上は見ら
れた。 

 
②年間を通じた衛生
委員会での協議な
ど、働き方の意識
改革は進んだ。今
後も定期的なノー
残業デーの実施や
業務の見直しと職
員の役割分担の適
正化を検討する必
要がある。 

①学科改編の完成年
度として、海洋科
学プロジェクトを
検証し、職員間の
一層の周知と取組
の徹底を進める。 

 
②定期的なノー残業
デーの設定など、
職員の働き方改革
の意識向上に向け
た取組を推進する
とともに、業務の
見直しと職員の役
割分担の適正化に
ついては検討を継
続する。 

 


